
自立準備ホーム
福祉との連携で
息の長い寄り添いを
円滑な社会復帰の支援策として住まいの確保を目的に

【自立準備ホーム】制度が設立され、その後10年余を経て

現在も日々利用者に対して寄り添いながら社会復帰支援

に努めています。自立準備ホームにとって利用者の社会復

帰支援、生活向上ためには、今後とも医療・福祉関係者等と

の連携が重要となります。更生保護と福祉等関係機関との

連携の具体的ケースをもとに学んでいきます。

2025
13：00～16：30時間

定 員

福岡市科学館６階
サイエンスホール
会場：２２０名　Web：２００名

場所

2 28/
当日スケジュール

主催：一般社団法人日本自立準備ホーム協議会

⑤ 閉会挨拶16：30

④ フリーセッション
▶ 事例発表者
▶ 保護観察官
▶ 元利用者
▶ コーディネーター 

井原敦弘氏 / 山田義則氏 / 井出俊介氏
福岡保護観察所保護観察官　鬼塚奈津子氏

西南学院大学社会福祉学科准教授　中村秀郷氏

14：30

16：25

金

参加
無料
（先着順）

① 開会挨拶
② 祝辞

③ 話題提供

九州地方更生保護委員会委員長

▶ 事例１　佐賀県地域生活定着支援センター
▶ 事例２　さがセレニティクリニック
▶ 事例３　NICO(共同生活援助、自立訓練) 

井原敦弘氏
山田義則氏
井出俊介氏

休 憩 1 5 分

13：15

14：15

13：00

日準協広報
啓発イベント

参加には申込みが必要です（裏面参照）

センター長

看護師

株式会社NiCO
代表取締役



〒810-0044 福岡市中央区六本松4-2-1
Tel:092-731-2525　Fax:092-731-2530

地下鉄「六本松」駅(科学館前)3番出口から徒歩すぐ

右のQRコードよりお申し込みください。
https://sgfm.jp/f/nichijyunkyo20250228

【お問い合わせ先】  NPO法人佐賀DARC 　TEL 0952-28-0121　 saga-darc@asahinet.ip

福岡市科学館 ６階
サイエンスホール

アクセス

この事業は、共生社会を創る「愛の基金」の助成金で実施します。

お申込みはコチラから

【後援】 

法務省  / 法務省九州地方更生保護委員会 / 法務省福岡矯正管区 / 法務省福岡保護観察所 / 九州地方更生保護協会
九州地方更生保護施設連盟 /九州地方保護司連盟 / 九州地方更生保護女性連盟 / 九州地方BBS連盟 / 福岡県就労支援事業者機構

【主催】
一般社団法人日本自立準備ホーム協議会

登壇者プロフィール

六本松駅前

六本松交番前

六本松

福岡市科学館

福岡保護観察所
九州地方更生保護委員会

MJR六本松

マツモトキヨシ
六本松店
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鉄六
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駅
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鬼塚 奈津子

2006年に九州地方更生保護委員会の法務事務官として採用され、2011
年に精神保健福祉士を取得。その後2014年に福岡保護観察所北九州支部
の保護観察官（地区担当）として３年間従事し、2017年に福岡保護観察所
の企画調整課 保護観察官として３年間、処遇部門保護観察官（地区担当）
に２年間従事。2022年に九州地方更生保護委員会の審査部門及び調整指
導官室 保護観察官として２年間従事。現在は福岡保護観察所処遇部門保
護観察官に従事しています。（更生保護施設及び自立準備ホーム担当）

福岡保護観察所
保護観察官

井手 俊介

2016年に株式会社NiCOを設立。福岡県、佐賀県を中心に
自立準備ホーム、障がい福祉サービスを運営しています。自
身も東京でホームレスとなり、生活のために窃盗を考えるほ
ど追い込まれました。その時の「犯罪を犯すのは人間性では
なく、その時の環境に大きく左右される」と痛感した経験を
もとに、困難を抱える方に対して「最後の砦」ではなく「最初
のひとり」をスローガンに支援を行っております。

株式会社NiCO
代表取締役

山田 義則

さがセレニティクリニックは精神科のクリニックです。こん
な時代ですから、社会で疲れた人たちがちょっと一息つくた
めのhomeとなればと10年前に開業しました。実際、背景は
様々ですが行き場なく孤立した人たちが集まって来ます。僕
は彼らを「ようこそ！」と迎えいれ、何が出来るかそして何の
手伝いが必要かを一緒に考えていきます。

さがセレニティクリニック
看護師

井原 敦弘

2009年から知的障害者施設に勤務する。2011年から佐賀県社
会福祉士会に入職し、佐賀県地域生活定着支援センター業務に
４年間従事し、その後、法人内の異動で生活困窮者自立支援事
業に４年間、成年後見相談支援に５年間従事しました。2024年
度から、10年分ぶりに地域生活定着支援センターに異動とな
り、支援の現場に復帰し、高齢や障害などの理由で特別な支援
が必要な刑余者に対し、福祉的な支援を行っております。

佐賀県
地域生活定着支援センター
センター長

中村 秀郷

2002年4月から2021年3月まで法務省職員として勤務し、そのうち15年
間は保護観察所の保護観察官として、犯罪をした人や非行少年の立ち直り
支援に従事しておりました。2021年4月より西南学院大学で精神保健福祉
士および社会福祉士の養成教育を担当するとともに、同年10月からは更生
保護施設の非常勤補導員として従事しております。

西南学院大学
社会福祉学科准教授

申込〆切は2月18日(火)まで


